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輸入バイオマスは持続可能か？
ーカーボンニュートラルと森林の多面的機能ー

地球・人間環境フォーラム/飯沼佐代子
iinuma@gef.or.jp

米国ノースカロライナ州:木質ペレットの原料となる木材

写真：Marlboro Productions



プランテーション・ウォッチ

プランテーションのもたらす環境・社会問題のサプライチェーンを通
じた改善・解決に取組む環境NGOのネットワーク：2010年～

バイオマス発電については、バイオマス産業社会ネットワーク（BIN）
と協力



今日の内容

3

1. FITバイオマス発電の現状

2. パーム油の環境・社会問題と認証

3. 輸入バイオマスはカーボンニュートラル？

4. バイオマス発電と持続可能性



（経産省資源エネルギー庁HPより）

• エネルギー源として永続的に利用することができるもの。

• 再生可能エネルギーの特徴

太陽光・風力・地熱・中小水力・バイオマスといった再生可能エネ
ルギーは、温室効果ガスを排出せず、国内で生産できることから、

エネルギー安全保障にも寄与できる有望かつ多様で、重要な

低炭素の国産エネルギー源です。
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バイオマスエネルギーは、温室効果ガスを排出しない？
国産エネルギー？

再生可能エネルギーとは



• 再生可能エネルギーによる発電を消費者負担の賦課金で支える制度

• 開始年：2012年
• 目的：環境負荷の低減と産業振興、地域活性化

• 賦課金＝6,540円/年・単身世帯、14,160円/年・4人世帯（2019年）

賦課金総額＝2.4兆円（2019年）

・ 買取価格・期間：市場より高い固定価格、20年間

太陽光、バイオマス発電の認定量が急増
買取価格が高い、制度上の問題多数→ 変更・改善を繰り返す
バイオマス発電のガイドライン策定(2017年～）毎年更新中
公害問題・燃料詐称の発電所も → 行政のチェック機能せず
（燃料によって買取価格が異なるので、詐欺となる）

NHK クローズアップ現代「独自取材 再エネビジネスの“ゆがみ”～脱炭素社会の裏で」
2021.6.22放送

再生可能エネルギー固定価格買取制度（FIT）



ＦＩＴでの買取価格の推移
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2018年度より入札制
（未利用材・小規模以外）

➡2017年に駆込み認定増加

・他国のバイオマス発電買取価格は5円～15円。日本の24円は割高。
・入札制移行後はバイオマス発電の落札・成立案件無し。
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エネ庁資料（2020年8月）

一般木質・パーム油
発電

認定量は2030年
目標値の倍！

・バイオマス発電はコストの7割が燃料費。FITから自立可能か？
・事業計画20年も（FIT買取終了と共に事業終了？）



ＦＩＴバイオマス発電認定量の内訳
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エネ庁資料（2017年9月）

2017年のFIT事業計画策定ガイドライン（バイオマス）改訂で、
パーム油はRSPO認証（IP、SG）のみとなり、パーム油発電はコスト高に
（2021年度末まで猶予期間） 。

エネ庁資料（2020年8月）

パーム油38％＋PKS45％=83％

パーム油19％＋PKS53％=72％
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林野庁

2020年の輸入
224万トン
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林野庁

2020年の輸入
202.8万トン

今後、米国産
木質ペレット

300万トン～600万ｔ
増加予測



今日の内容
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2. パーム油の環境・社会問題と認証

3. 輸入バイオマスはカーボンニュートラル？
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パーム油＝アブラヤシの
実・タネから採れる油

主産物
・果肉→ パーム油
・種子→ パーム核油
主に食用・加工品原料

副産物
・PKS（パームヤシ殻：
Palm Kernel Shell）→ 燃料
・EFB（空果房：
empty fruit bunch）→ 燃料
・パームトランク（幹）→燃料

ⒸBCTジャパン

Ⓒ不二製油

シェル(種)

バイオマス発電の燃料‐PKSとパーム油
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原生林に近い森林

二次／疎林 伐採／造成 プランテーション伐採

東南アジアの熱帯林の最大の脅威＝
アブラヤシ農園（UNEP)

満田（FoEJ)作成

パーム油の問題：環境



.

先住慣習地における、KTS社によるアブラヤシ農園への転換（天然林伐採）Ⓒレインフォレスト・アクションネットワーク



パーム油の環境・社会問題

環境面

• 森林減少・森林火災

＝膨大な温室効果ガス排出

• 野生生物の生息地減少

＝生物多様性ホットスポットへの影響

社会面

・大規模な土地開発により地域住民の生活・文化を破壊

・土地紛争

・汚職や不正の温床

・農園労働者の人権問題（奴隷労働、児童労働など）

15環境・人権問題のあるパーム油・PKSをどう避けるか？



パーム油認証で持続可能か？

RSPO：持続可能なパーム油のための円卓会議

MSPO：マレーシア持続可能なパーム油

ISPO：インドネシア持続可能なパーム油

認証依存の問題点

・認証基準が良くても、年1回の監査では現場の問題の確
認は困難。

・認証機関の質によって結果が異なることも。

・認証取得農園・工場での基準違反が後日明らかになる
例や、認証取り消しになるケースもある。
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森林減少ゼロ・泥炭開発ゼロ・人権侵害ゼロ（NDPE）

NDPE方針の採用と実施が標準に

RSPOは2018年の基準改定でNDPEを概ね満たした。

しかし、MB（マスバランス）だと非認証油が混入するため、

NDPEを実現できない。

プランテーション問題の解決とは？

再エネとしてはさらにGHG排出基準が必須
RSPOは基準なし（モニタリングと削減計画のみ）



今日の内容
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・植物が数年～数十年かけて蓄積した炭素を燃焼で排出。
・栽培・加工・輸送の各工程でもGHG排出あり。
・森林開発時には土壌が蓄積する炭素も放出。
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パーム油は生産・加工

輸入木質は加工・輸送で
GHG排出量が大

土地利用転換・燃焼
は算入せず



パーム油発電のGHGは多い

• パーム油（バイオマスエネルギー）

＝カーボンニュートラル

「環境にやさしい」？

• パーム油生産に伴う温室効果ガス排出
量は石炭以上（土地利用転換を伴う）

パーム油の排出量：3.9～30トン
＞石炭の2.4トンを上回る

（RSPOによる委託調査結果）
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神栖パワープラントHPより



木質バイオマスは？

• バイオマス発電＝燃焼によるGHG排出量は石炭よりも多い。

• 稼働中は継続的に燃料調達・コストが必要

• 熱利用を行わず発電のみだとエネルギー効率が3割程度にとどまる。

• 他の再生可能エネルギー（太陽光、風力、地熱など）は燃料費が不要、
GHG排出は非常に少ない。
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表１：温室効果ガスの排出量比較 出典:チャタムハウス,2017年



木質バイオマスは？

• 森林がCO2を吸収する＝燃やしてもカーボンニュートラル？

• 天然林の場合、再生には数十年～100年以上必要。回復しない場合も。

• 人工林の回復も早生樹で10年、その他では30年程度は必要（気候・地域環
境による）

• 2050年までにカーボンニュートラル達成には、森林再生のスピードが間に
合わない。

• また、炭素だけに注目すると、生物多様性保全、土砂流出防備、気象緩和
など森林の多面的機能が失われる可能性も。

• 森林土壌には、地上部（木質）の3倍以上の炭素が蓄積されており、伐採・
かく乱・乾燥により炭素排出につながるという研究も。

• 輸入バイオマスの場合、加工（ペレット）・輸送でGHG排出量は追加的に発
生。 23



木質バイオマスと炭素排出量
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出典：バイオ燃料のＬＣＡ算定に関わるガイドライン（輸入バイオマス）環境省,2021年7月



バイオマスはカーボンニュートラル？
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貴重種も生息する温帯の天然林が、
伐採され、木質ペレットとして日本へ
輸出

カナダ・ブリティッシュコロンビア州

業界は持続可能な経営を主張しているが、伐採後に天然林の再生に
80‐100年が必要。 20％は再生せず荒廃していないという。

©STAND.earth
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木質ペレット生産のために皆伐された湿地林（米南東部） 写真：Dogwood Alliance



Enviva社のペレット生産

27写真：Dogwood Alliance



Enviva社の原料内訳
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Enviva社の原料販売先（予定）
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FITバイオマス発電と持続可能性
事業計画策定ガイドライン（2017年～）

パーム油発電所の燃料の持続可能性確認方法として、

RSPO認証のIP,SG（非認証油の混入不可）を求めた。

既存の発電所にも適用。

バイオマス持続可能性WG(2019年～）

2019年：MSPO,ISPOはRSPOと同等ではないと評価。

2020年：再びMSPO,ISPOの評価を実施、結果変更なし

農産物系の新規燃料は主産物・可食部の使用を不可とした

（パーム油は制度の継続性のため可食部も使用可）

FITバイオマス発電の課題

・GHG排出量が多い（特に輸入）

・植物油は食料との競合

・認証だけでは持続可能性（環境・社会）が担保できない
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FITバイオマス発電と持続可能性
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2020年8月資源エネ庁

既存燃料も、ライフサイクル‐GHGの検討を行うとした。
2021年のWGで算定方法、排出基準等の議論が継続中。



FITバイオマス発電と持続可能性

・FIT事業計画策定ガイドライン（バイオマス）

ー持続可能性を求めている

・パーム油：RSPO認証、RSB認証

・PKS:第三者認証を求め、2020年にGGL認証追加で承認

・木質ペレット・チップの持続可能性とは？

➡輸入の場合は第三者認証（経産省）

➡参照先は合法性確認（林野庁）

持続可能性の基準が不明確

2021年のWGでも木質の認証基準について

議論されるかは不明
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FITの目的

１）エネルギー自給率を上げる→輸入依存

２）環境負荷の少ないエネルギー（GHG排出抑制）

→輸入バイオマスはGHG排出大！

３）環境関連産業や雇用創出（地域振興）

→ 輸入依存で効果薄

持続可能性基準を議論している間にも、新規着工は続く
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FITバイオマス発電と持続可能性

輸入バイオマス発電は、FITの目的に沿わない



• ＜政府の対応＞

• 菅首相の2050年「カーボンニュートラル宣言」

• 「気候非常事態宣言」 衆参両院で可決

• 再生可能エネルギーへの（強すぎる）追い風

• 自民党木質バイオマス議連提言「バイオマス発電大胆引き上げ」

• ＜気候・森林の現状＞

• 気候危機は待ったなし。今後5～20年のGHG削減が課題

• 吸収源・炭素ストックである森林を伐採・燃焼はマイナス

• 森林には、生物多様性保全や水源涵養などの多面的機能も

• SDGs15.2：2020年までに森林減少を阻止・回復を求めていた。
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カーボンニュートラル宣言とバイオマス発電

気候危機：真に持続可能な再エネの支援
森林：天然林保全と真に持続可能な管理


